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初
期
に
於
げ
る
日
英
交
渉
史
の
基
健
研
究

は：

E
U
u
q
。
同
E
n
y
ω
え
の
。
の
｝
a
w
w
bH｝
中
心
と
し
て

L 

'/Jt 

き

初
期
即
、
鎖
国
前
に
於
け
る
日
英
交
渉
は
慶
長
五
年
こ
六

O
O年
）
に
来

日
せ
る
三
浦
按
針
耳
目
目
白
山
M
H
E
b
門
皆
目
ω

に
よ
る
家
康
を
中
心
と
す
る
幕
府

要
人
と
の
個
人
的
な
も
の
に
始
ま
り
、
更
に
康
一
長
十
八
年
英
国
王

宮

5
2
－

の
国
書
を
持
参
せ
る
対
日
通
商
親
善
の
使
節
た
る

］。
r
p
m
M
q
Z
の
来
日

が
あ
り
、
彼
の
帰
国
と
共
に
平
戸
英
国
商
館
の
十
年
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
英
国
商
館
の
館
長
が
同
R
F昭
島
の
の
の
肘
ω

で
あ
り
同
時
に
伎
は
在
日

英
国
代
表
責
任
者
で
あ
る
。

右
の
三
人
に
よ
り
夫
々
の
書
翰
、
渡
航
記
、
日
記
が
記
録
さ
れ
そ
の
内
に

彼
等
の
在
日
活
動
の
消
息
が
知
ら
れ
そ
の
価
値
の
優
劣
は
争
う
べ
き
で
な
い

が
、
こ
の

E

匂
苫
弓
え
何
日
j
r
m
w
誌

の

2wω
＝
は
そ
の
記
録
さ
れ
た
期
間
、

量
に
於
い
て
も
長
大
で
、
巨

つ
彼
。
。
。
rω

の
十
年
に
一旦
る
在
日
が
可
成
り

正
確
に
日
本
の
園
内
情
勢
、
特
に
幕
府
の
外
交
政
策
を
記
述
ぜ
し
め
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
外
国
側
に
M
M

・

p
a件、開・

z・
寸
r。
自
匂
ω
l

℃
ロ
及
び
巴
円
・
何
回
ωωω

等
、
我
国
に
於
い
て
は
村
上
、
武
藤
、
幸
田
の
諸

佐

藤

哲

男

博
士
、
更
に
岩
生
博
士
等
の
諸
先
学
の
研
究
に
よ
り
種
々
考
詑
分
析
が
進
め

ら
れ
鎖
国
前
東
西
交
渉
の
経
緯
が
解
明
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
交
渉
の
意
義

は
局
部
的
な
も
の
よ
り
漸
次
拡
大
さ
れ
た
把
握
へ
と
向
か

っ
て
い
る
。
即
最

近
の
「
社
会
経
済
誌
学
」
所
載
の
岩
生
博
士
、
西
村
孝
夫
氏
の
論
文
は
右
の

基
礎
の
上
に
問
題
を
更
に
展
開
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
拙
稿
は
表
題
に
「
基

礎
研
究
」
と
掲
げ
た
如
く
そ
の
労
力
の
一
半
を
や
や
古
い
英
文
、
伺
有
名
詞

（
人
名
、
地
名
、
品
名
）
等
の
解
明
に
費
し
、
且
つ
一
六
一
八
年
（
元
和
四
）

．
以
降
の
英
国
商
館
の
活
劫
に

つ
い
て
眺
め
た
が
そ
れ
を
五
つ
に
分
類
し
て
、

対
平
戸
侯
、
対
オ
一
フ
ソ
ダ
と
の
経
持
、
蘭
英
両
館
と
旧
教
r

た
る
ス
。
へ
イ

ソ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
と
の
関
係
、
幕
府
に
対
す
る
英
国
商
館
の
交
渉
、
及
び

英
国
商
館
と
在
日
支
那
人
と
の
関
係
、
と
し
て
考
察
を
加
え
た
。

平
戸
英
国
商
館
の
概
略
前
記
の
通
商
健
節

z
r
p

∞mH
江

ω
と
共
に
慶

長

一
八
年
（
一
六
一
一
二
）
六
月
凍
目
し
た
岡
山
？
の
R
W
ω

は
商
館
長
と
し

て一

0
年
間
平
一
戸
に
在
住
し
た
が
、
こ
の
期
間
は
所
謂
幕
蕃
体
制
の
確
立
期

に
当
り
初
期
の
家
康
の
和
親
外
交
の
線
は
秀
忠
の
代
に
移
る
に
従
い
、
園
内

商
人
団
の
成
長
、
キ
リ

ス
ト
教
の
弾
圧
等
の
条
件
に
よ
り
漸
次
縮
小
の
方
向

一
二
五
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を
辿
っ
た
。
即
、
将
軍
家
康
よ
り
与
え
ら
れ
た
E

の
店
主
可
丘
三
』

a
o
－－は

元
和
一
二
年
（
一
六
二
ハ
）
将
軍
秀
忠
に
よ
り
制
限
さ
れ
商
館
の
活
動
は
そ
の

（

2
） 

t
n。ロ件
2
0件。。

2
2即日
omow－
の
下
に
平
戸
、
長
崎
の
地
に
限
定
さ
れ
更

に
元
和
七
年
（
一
六
二
ご
蘭
英
防
禦
同
盟
の
成
立
に
よ
る
そ
の
艦
隊
の
海

賊
的
活
動
の
為

「
貿
易
制
限
条
項
」
が
加
え
ら
れ
た
。
以
上
の
条
件
は
オ
ラ

ン
ダ
側
に
も
同
様
で
あ
る
が
後
者
は
よ
り
強
大
な
海
軍
力
と
資
窓
を
東
洋
水

域
に
投
じ
た
為
幕
府
時
代
を
通
じ
て
日
蘭
交
渉
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の

期
間
中
、
平
戸
を
中
心
に
蘭
英
闘
争
の
事
件
、
或
は
蘭
英
共
同
し
て
ス
ベ
イ

y
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
に
当
る
等
複
雑
な
様
相
を
見
せ
た
。

凸

swa
目
配
の
由
来
、
内
容
、
そ
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
こ
の
日
記

の
原
本
は

F
o
E
u
p
国
立
立
与
冨
乙
ω
2
5
に
あ
り
東
印
度
会
社
の
書
記

F
W
C
戸
司

g立
が
日
本
易
貿
史
の
史
料
に
使
用
（
当
時
社
庫
に
あ
り
）
後

民
間
に
出
、
開
。
者
向
白
冨
g
a
S
5
5
3
0
H
H
に
よ
り
目
町
長
官
三
印
。
ー

巳

ZU1
の
第
六
七
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
、
後
村
上
直
次
郎
博
士
に
よ
り
日
本

版
が

E
E
R可
え
回
目
。
rm誌
の
s
z
h
a
o
l
Z
2
0
F号
三
回

H
Z
開口ー

も
Z
F
句
R
S弓
山
口
し
古
句
自
f
H
E
m
l
H
m
N
P
当
Z
F
の
c
q
g句。口。
0・
EH0
・

E匂
S
2
0
開品目件目。
H
Y
君
主
｝
】
k

針
。
。
目
立
。
ロ
包

Z
。
gw
回可

Z
・
宮
口
円
削
凶
t

Mg自
由
・
＝
ぐ
。
－
－
］
［
・
固
と
し
て
出
版
さ
れ
巻
末
に
村
上
博
古
の
詳
細
な
註

が
附
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
は
可
成
り
欠
け
て
い
る
所
が
多
く
一
六
一
五
年

六
月
一
日
よ
り
始
ま
る
が
一
六
一
九
年
一
月
一
四
日
か
ら
欠
け
て
一
六
二

O

年
一
月
二
五
日
に
行
き
、
更
に

一
六
二
二
年
三
月
二
四
日
以
降
商
館
閉
鎖
の

一
六
二
三
年
一
二
月
二
四
日
ま
で
の
記
事
は
欠
け
て
い
る
こ
の
原
因
に
つ
い

（

3
U 

て
可
－

pm立
は
「
こ
の
資
料
不
足
の
原
因
は
英
舶
の
入
幣
無
し
云
々
、
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
日
記
の
史
料
価
値
に
つ
い
て
は
諸
先
学
の
定
説
が

あ
る
の
で
云
々
す
る
事
は
省
略
す
る
が
、
要
は
彼

n
s
E
の一

O
年
に
亘

一一一六

る
在
日
が
客
観
的
に
当
時
の
日
本
の
情
勢
を
伝
え
た
事
で
あ
り
、
更
に
二
、

（

4
） 

三
注
目
す
べ
き
事
は
、
薩
摩
苧
を
初
め
て
日
本
に
栽
培
し
た
ら
し
い
。
叉
紙

（

b
」

幣
を
使
用
し
た
。
船
荷
証
券
2

回目ロ

Z
2
a
＝
を
使
用
し
た
等
の
件
が
あ

り
、
且
つ
歌
舞
伎
に
つ
い
て
も
そ
の
記
事
が
額
出
す
る
。

次
に
担
。
・

nswω
個
人
に
つ
い
て
見
る
と
、
前
記
の
巴

P
E
g
ω

に
よ
れ
ば
「
多
分
彼
は
め
旨

g
Eミ
の
出
生
で
あ
ろ
う
、
叉
彼
の
名
は

東
イ
シ
ド
会
社
の
条
章
に
現
わ
れ
て
居
り
二
百
ポ
ソ
ド
の
小
株
主
で
そ
の
一

員
で
あ
り
、
同
時
に
織
物
会
社
に
も
属
し
て
居
た
。
一
六

O
三
年
よ
り
一
六

O
八
年
ま
で
南
フ
ラ
シ
ス
の
田
昌
。
ロ
に
滞
在
し
た
云
々
」
、
商
館
閉
鎖
後

一
六
二
三
年
パ
タ
ピ
ヤ
に
召
還
さ
れ
、
審
問
委
員
会
よ
り
四
万
ポ
γ
ド
の
損

失
を
会
社
に
か
け
た
と
諮
責
を
受
け
た
が
、
巴
円
・
回
目
。

ωω
に
よ
れ
ば
実
際

（

8
） 

は
一
万
ポ
y
ド
或
は
そ
れ
以
下
だ
ろ
う
と
云
う
。
更
に
の

S
E
の
教
養
に

つ
い
て
見
れ
ば
可
成
り
高
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
、
即
彼
は

2
・
b
c関口
I

ωミ
ロ
の
「
神
の
都
」
を
持
ち
の

Z
5
2
を
読
ん
だ
と
も
思
わ
れ
る
。
性

格
に
つ
い
て
見
る
と
、
正
直
で
一
図
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
、
他
人
の
二
股
行

為
を
巴
唱
。
。

c
E勺
と
か
の
ω
E
o
b
uー
と
し
随
意
に
怒
っ
て
居
り
、
又

一
知
見
の
為
、
〉
仏
釦
目
ω
の
場
合
等
で
も
誤
解
し
た
事
が
度
々
あ
る
。

英
国
商
船
と
平
戸
侯
、
そ
の
重
臣
及
び
平
戸
在
住
民
と
の
関
係
に
つ
い
て

本
項
に
於
い
て
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
以
降
の
商
館
活
動
を
幹
と
し
て

織
り
込
ん
で
行
っ
た
。
商
館
設
立
時
に
於
け
る
平
戸
侯
松
浦
鎮
信
の
積
極
的

に
示
さ
れ
た
好
意
ー
一
は
次
代
の
隆
信
侯
に
移
る
と
次
第
に
冷
却
し
て
行
く
、
之

は
叉
同
時
に
幕
府
外
交
の
消
極
佑
と
も
対
応
す
る
。

…
f

、

。。
owω

を
最
も
悩
ま
せ
た
と
思
わ
れ
る
事
は
、
経
済
的
な
面
で
平
戸
侯

炉
及
び
重
臣
等
の
返
済
の
可
能
性
の
少
な
い
借
金
の
申
込
み
で
あ
っ
た
ろ
う
o
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こ
の
申
込
者
の
中
に
三
五
郎
信
辰
、
松
浦
主
馬
殿
等
の
名
も
見
え
る
。
特
に

平
戸
侯
の
江
戸
参
府
の
折
な
ど
は
多
額
の
借
金
申
込
み
が
あ
っ
た
が
、
之
等

の
用
立
金
は
、
蘭
館
に
対
し
て
も
同
様
で
夫
々
の
財
力
に
応
じ
て
申
付
け
ら

れ
た

o
n
R
E
は
之
に
対
し
半
ば
不
令
部
．を
感
じ
な
が
ら
諦
ら
め
て
い
る
。

蘭
英
防
禦
同
盟
に
よ
る
艦
隊
の
海
賊
的
活
動
の
行
わ
れ
た
二
ハ
一
二
年
頃
平

戸
侯
の
結
婚
問
題
が
あ
り
そ
の
費
用
の
用
立
を
蘭
英
商
館
に
向
付
け
た
が
蘭

館
は
六
千
テ
1
凡
英
館
は
三
千
テ
！
λ

で
あ
り
わ
。
呉
ω

は
之
に
対
L
「
英

館
が
金
を
借
り
る
時
は
利
子
を
取
ら
れ
る
の
に
金
を
貸
す
場
合
に
無
利
子
で

融
通
す
る
と
は
不
合
理
な
事
で
あ
り
、
何
と
本
社
へ
報
告
し
た
も
の
か
、
然

（

9
） 

し
平
戸
侯
の
為
の
用
立
金
な
ら
筋
の
通
る
も
の
だ
」
と
云
っ
て
い
る
。

一
六

一
八
年
及
び
一
六
一
九
年
に
は
オ
一
フ

γ
ダ
側
に
よ
る
英
船

K
H
3
0問
。

σ
5
0

号
及
び

ω者
き
号
の
捕
獲
事
件
が
起
り
（
∞
者
自
号
の
事
件
の
場
合
は
日
記

に
欠
く
）
続
い
て
平
戸
を
中
心
に
激
し
い
蘭
英
の
闘
争
事
件
が
起
っ
た
。
右

の
事
件
に
於
い
て
同
じ
平
一
戸
の
家
臣
の
聞
に
も
云
わ
ば
親
蘭
派
と
親
英
派
と

云
え
る
も
の
が
出
来
た
様
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

一
六
一
九
年
の

ω当
g
号
の
場
ム
ロ
は
三
英
人
が
オ
一
フ
ソ
ダ
側
よ
り
脱
走

し
英
館
に
逃
込
ん
だ
為
事
件
は
大
き
く
な
り
武
力
に
よ
る
蘭
英
の
闘
争
ま
で

発
展
し
た
。
こ
の
場
合
平
戸
の
日
本
人
達
が
英
館
に
味
方
し
た
の
は
商
白
い

事
で
あ
る
が
、
之
を
説
明
し
て
幸
田
博
士
は
「
日
本
人
の
気
質
と
し
て
弱
少
者

に
味
方
す
る
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
が
、
同
時
に
叉
平
戸
の
人
々
の
英
人
達
に

対
す
る
よ
り
蘭
人
達
へ
の
好
意
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
例
え
ば
英
館
新
築
工

事
に
従
っ
て
い
る
或
る
困
っ
た
大
工
を
金
を
貸
し
て
助
け
た
わ
目

wω
等
の

人
柄
を
反
映
し
て
。
然
し
平
戸
侯
の
英
館
に
対
す
る
態
度
は
漸
次
厳
し
く
な

っ
て
来
た
様
で
あ
る
。
前
述
の
闘
争
事
件
に
は
家
臣
を
派
し
て
英
館
を
護
衛

し
た
が
（
無
料
で
な
く
）
次
に
主
馬
殿
の
従
僕
が
英
館
員
開
－

m
a
2
と

喧
嘩
し
た
場
合
の
処
置
は
可
成
り
酷
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
争
い
に

対
し
の

2
r
は
蘭
人
の
不
法
を
二
度
も
幕
府
に
上
訴
し
て
い
る
が
そ
の
結

果
は
不
干
渉
の
態
度
を
以
っ
て
臨
ま
れ
て
い
る
、
従
っ
て
末
端
で
あ
る
平
戸

侯
に
決
定
的
な
断
の
下
せ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
然
し
の
2wω
は
平
戸

俣
の
裁
定
を
英
人
側
に
酷
な
も
の
だ
と
し
て
そ
の
理
由
を
述
べ
て
「
：
：
吾

々
は
彼
等
蘭
人
達
の
如
く
贈
物
が
出
来
な
い
し
、
金
を
用
立
て
る
事
も
出
来

な
い
、
彼
等
蘭
人
達
は
他
国
人
の
品
物
を
無
料
で
奪
い
取
る
か
ら
そ
れ
が
出

来
る
、
そ
の
為
平
一
戸
侯
は
真
実
の
人
間
た
る
吾
々
よ
り
蘭
人
達
を
愛
す
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
印

mq誌
の
事
件
と
な

っ
て
現
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

引
続
い
て
英
館
新
築
工
事
に
つ
い
て
も
敷
地
の
件
で
平
声
家
臣
の
主
馬
殿

と
英
館
側
が
争
っ
て
い
る
が
、
。
。

nwω

の
一五
い
一分
は
、
蘭
館
側
は
よ
り
広

大
な
敷
地
を
得
て
い
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

一
六
二

O
年
台
湾
近
海
で
英
艦
巴
定
与

zr号
が
平
山
常
陳
の
舶
を
捕

獲
し
、
潜
伏
し
て
い
る
教
師
の

N
2
5
m
ω

及
び

205ω

の
両
人
を
訊
問

す
る
事
件
が
起
っ
た
が
こ
の
件
が
日
記
の
二
ハ
一
二
年
九
月
半
ば
よ
り
見

え
、
こ
れ
を
廻
っ
て
長
崎
奉
行
長
谷
川
権
六
、
旧
教
徒
側
の
ス
ベ
イ
γ
、
ポ

凡
ト
ガ
ル
、
平
一
円
、
蘭
英
両
館
側
と
複
雑
な
様
相
を
示
し
た
即
ち
長
崎
奉
行

は
ス
ベ
イ
γ
、
ボ
ル
ト
ガ
λ
を
援
助
し
「
命
に
か
け
て
も

N
号
。
ぬ
仰
を
守

る
」
と
称
し
、
之
に
対
し
平
戸
侯
は
陰
に
陽
に
蘭
英
両
館
を
助
け
た
。
こ
の

長
崎
奉
行
、
平
戸
侯
が
相
反
す
る
立
場
に
立
っ
た
の
は
宗
教
的
理
由
で
な
く

経
済
的
理
由
で
あ
ろ
う
、
即
長
崎
奉
行
自
身
が
朱
印
船
貿
易
家
と
し
て
名
前

（日）

が
見
え
近
来
持
ん
に
な
っ
た
蘭
英
防
御
一
万
同
盟
艦
隊
の
海
肢
行
為
に
憎
し
み
を

開
き
、
平
声
侯
は
両
館
を
領
内
に
置
く
大
名
と
し
て
政
治
的
経
済
的
立
場
よ

り
両
館
を
庇
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

防
禦
艦
隊
解
散
後
英
館
の
活
動
は
更
に
表
え
の

S
E
は
次
第
に
在
日
を

一一一七
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嫌
う
感
情
を
本
社
に
報
じ
て
い
’る
が
そ
の
勅
機
の
一
つ
に
平
戸
家
に
対
す
る

煩
わ
し
さ
で
あ
り
平
戸
家
を
評
し
て
「
ソ
己
モ

γ
の
王
子
同
コ
ヴ
。
ωロ
の
場

合
の
様
に
好
智
な
重
臣
が
若
年
の
俣
を
騎
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
一五
い

更
に
商
館
の
長
時
移
転
を
望
ん
で
い
る
、
即
伎
の
本
社
へ
の
書
簡
の
中
に

「
長
崎
は
日
本
最
良
の
港
で
あ
り
贈
物
を
す
べ
き
対
象
ば
奉
行
と
称
す
る
知

事
（
長
崎
奉
行
）
一
人
に
止
ま
る
、
之
に
反
札
平
戸
は
狭
小
な
港
で
絶
え
ず

贈
物
を
期
待
す
る
侯
と
そ
の
近
親
家

E
が
い
る
」
と
し
更
に
幕
府
の
キ
リ
シ

タ
γ
弾
圧
の
為
長
崎
の
教
会
等
が
破
壊
さ
れ
急
速
に
旧
教
徒
た
る
ス
ペ
イ
ツ

ポ
λ

ト
ガ
ル
の
勢
力
が
減
退
し
た
事
を
報
じ
て
い
る
、
そ
の
為
長
崎
へ
の
移

転
が
望
ま
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
社
の
日
本
貿
易
へ
の
ウ
ェ
イ

ト
か
ら
見
て
勿
論
許
さ
れ
る
べ
く
も
な
い
。

英
国
商
館
の
在
平
一
円
一

0
年
間
は
大
体
領
主
達
と
円
満
に
行
っ
た
様
で
あ

り
の

2wω
も
＝

Z
守
口

g
己
g
t
z
（
日
本
気
質
）
を
良
く
呑
み
込
ん

で
協
調
し
た
、
こ
の
理
由
は
蘭
人
も
そ
う
で
あ
る
が
、
英
人
側
が
宗
教
に
関

係
せ
ず
経
済
的
交
通
を
専
と
し
た
故
と
云
わ
れ
る
が
、
問
題
は
そ
れ
の
み
で

は
な
い
。
偶
々
鋭
角
的
に
英
館
と
平
戸
家
の
重
臣
の
対
立
が
あ
っ
た
英
館
側

の
云
分
は
、
商
館
設
立
に
当
っ
て
は
日
本
国
中
の
何
処
へ
で
も
設
置
出
来
た

も
の
を
平
戸
に
し
た
の
で
あ
る
か
ら
平
戸
家
は
も
っ
と
吾
々
の
事
を
聞
く
べ

き
だ
と
し
、
之
に
対
し
平
戸
家
で
は
、
そ
の
領
内
に
商
館
を
設
置
さ
れ
た

為
、
よ
り
以
上
の
煩
雑
（
例
え
ば
一
六
一
九
年
の
闘
争
事
件
）
を
受
け
て
い

る
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
双
方
の
為
面
倒
な
刑
事
問
題
の
起
っ
た
事
も
暫

々
で
あ
っ
た
。
然
し
結
局
二
ハ
二
三
年
英
館
の
日
本
徹
会
の
際
は
両
者
共
に

河
内
浦
で
清
遊
し
の

2rω
は
再
来
の
意
を
残
し
て
パ
タ
ピ
ヤ
へ
向
か
っ
た
。

英
国
商
館
と
和
問
商
館
と
の
関
係
に
つ
い
て
こ
の
両
者
が
敵
対
関
係
に

な
る
事
は
両
者
の
相
似
し
た
使
命
よ
り
推
察
で
き
る
。
両
館
の
経
棺
は
元
和

一
二
八

六
年
二
六
二

O
）
粛
英
防
禦
同
盟
（
甲

3
3
0同
ロ
え

2
8）
の
成
立
報

知
を
以
っ
て
一
応
の
境
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
二
ハ
一
六
年
パ
タ

ピ
ヤ
総
督
］
山
口
主
主
勺
B
N
O
O
D

の
）
川
口
の
英
船
捕
獲
宣
一一
＝
間
後
両
者
の
敵
対

は
公
然
激
烈
と
た
り、

英
館
に
と

っ
て
都
合
の
惑
い
事
に
一

六

一
七
年
〉
千

三
8
号
の
入
治
以
後
英
知
の
平
戸
入
港
は
途
絶
え
之
が

c
d
E
以
下
の

大
き
た
心
痛
と
な
り
同
時
に
蘭
人
の
糊
・笑
を
受
け
る
所
以
と
な

っ
た
。

一
六

一
一
八
年
八
月
に
は
英
船

〉

2
g
a
g
s
号
が
捕
獲
さ
れ
て
平
一
円
へ
入
港
し

た
、
面
白
い
事
に
は
蘭
舶
の
船
医
（
フ
ラ
ン
ス
人
）
が
わ

2
M
g
に
密
告
し

て
い
る
、
。
。
の
ず
）
は
「
閑
人
側
が
当
地
日
本
に
、
英
国
弱
小
な
り
と
示
威

十
る
為
で
あ
ろ
う
」
と
見
て
い
る
、
そ

L
て
早
速
上
訴
を
始
め
た
、
時
の
蘭

船
長

∞匂

2
w
ば
舶
を
返
還
す
る
か
ら
容
赦
願
う
、
と
云
っ
た
が
聞
入
れ
ず

江
戸
へ
〉
3
3
5
ω

を
帯
同
し
登
城
し
た
が
幕
府
は
他
国
の
領
土
内
に
起
っ
た

事
件
で
あ
る
と
し
て
不
干
渉
の
態
度
を
取
っ
た
。

翌
一

六一

九
年
に
は
同
じ
く
英
船
∞
巧
ωロ
号
が
捕
獲
さ
れ
て
平
一
戸
に
入

港
し
、
更
に
そ
れ
よ
り
三
人
の
英
人
が
英
館
に
保
護
を
求
め
て
逃
走
、
そ
の

身
柄
奪
回
を
強
行
し
た
蘭
人
側
と
の
間
に
激
烈
な
闘
争
事
件
が
繰
返
さ
れ
た

そ
の
時
の
平
戸
俣
の
処
置
は
前
述
し
た
が
、
更
に
こ
の
件
を
上
訴
し
た
（
日

記
に
欠
く）

の
R
E
は
京
都
で
秀
忠
将
軍
に
謁
し
た
c

そ
の
回
答
は
、
平

一
戸
伐
を
し
て
両
者
検
分
の
上
処
置
す
ベ
じ
と
あ
り
、
前
回
の
他
国
領
内
で
の

事
件
は
不
干
渉
と
云
う
態
度
に
比
較
す
る
と
、
今
度
の
事
件
は
日
本
国
平
一
円

領
内
で
あ
り
、
そ
の
態
度
は
冷
淡
、
消
極
的
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
六
二

O
年
蘭
英
防
禦
同
盟
の
成
立
及
び
そ
の
艦
隊
（
包
ゆ
え
え
ロ
え
1

2
2）
が
活
動
す
る
頃
に
な
る
と
、
蘭
英
一
向
者
は
協
力
ぬ
段
階

ι入
っ
た
。

こ
こ
に
於
い
て
河
内
浦
、
平
戸
は
俄
然
活
況
を
呈
し
、
両
館
と
も
増
改
築
を

始
め
た
。
反
面
艦
隊
の
活
動
と
同
時
に
両
者
を
苦
し
め
た
も
の
は
両
者
水
夫
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の
暴
行
、
叛
乱
事
件
で
あ
り
そ
の
鎮
圧
に
手
を
焼
い
て
い
る
、
水
夫
の
脱
走

が
顔
り
に
起
り
、
酒
乱
暴
行
が
頻
発
し
．
一
六
二

O
年
七
月
九
日
の
記
事
に

「
回
旦
乱
。
ロ
の
男
、
】
b
p
問。

g
と
云
う
水
夫
が
以
上
に
記
名
し
た
一
一
一

人
の
人
々
（
蘭
英
双
方
よ
り
）
に
よ
り
】

O
E・
3
5
3曜
の
か
ど
で

死
刑
を
宣
せ
ら
れ
巴
ぽ
与
Z
F
号
の
帆
構
で
絞
首
さ
れ
た
云
々
」
即
、
之

等
殺
傷
事
件
で
は
両
者
よ
り
陪
審
員
を
出
し
て
判
決
を
下
し
刑
を
執
行
し
た

の
で
あ
る
。
右
は
個
人
的
犯
行
で
あ
る
が
集
団
的
な
も
の
と
し
て
叛
乱
が
あ

り
大
な
る
も
の
は
舶
を
持
逃
げ
し
た
。
こ
の
防
禦
艦
隊
は
前
後
二
回
に
亘
り

分
捕
り
航
海
を
行
い
支
那
ジ
ャ
シ
グ
の
掠
奪
等
を
行
っ
た
。
そ
の
提
替
に
は

英
、
蘭
と
双
方
よ
り
出
し
た
。
二
ハ
一
二
年
の
秋
に
は
信
望
の
厚
か
っ
た
蘭

館
長
∞
旬
。
与
が
、
パ
タ
ゼ
ヤ
よ
り
召
還
さ
れ
？
の
自
屯
ω
が
、
そ
の
後

を
継
い
だ
が
め

2
r
と
の
関
係
は
、
後
者
の
場
合
更
に
円
滑
を
欠
い
だ
。

一
六
二

O
年
英
艦
巴
町

N
m
Z
S
号
が
平
山
常
陳
の
船
を
捕
え
中
に
居
た

N
5
0
2
と

2
2誌
の
二
人
の
教
師
を
訊
問
し
た
際
に
も
蘭
英
両
者
緊
密

に
連
絡
を
取
り
旧
教
徒
た
る
ス
ベ
イ
γ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
に
対
し
た
、
教
師

の
自
白
の
後
幕
府
に
対
し
て
蘭
英
の
日
・
本
船
掠
奪
な
ど
の
悪
評
を
排
除
す
ペ

く
の
2wω
と
の
ω自
勺
ω
の
二
人
は
江
戸
へ
登
っ
た
。
幕
府
よ
り
は
宣
教
師

を
暴
い
た
事
で
謝
意
を
表
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
若
し
宣
教
師
で
な
い
場
合
は

の
2
Z等
の
死
は
勿
論
、
船
も
館
も
燐
払
う
と
云
う
実
に
危
険
な
も
の
で
あ

っ
た
。
き
て
之
紘
一
Y

の
諸
件
の
終
っ
た
後
。
。
兵
ω
は
の
自
己
句
ω
を
誘
っ
て
、

故
項
目
－

KESω
と
親
交
の
あ
っ
た
∞

r
g窓
口
。

5
向
井
将
監
忠
勝
を

訪
問
せ
ん
と
し
た
が
の
お
宮
句
ω

は
之
を
拒
否
し
て
「
忠
勝
を
訪
問
す
る
事
は

の
S
E
自
身
の
利
益
の
為
で
あ
り
蘭
人
の
不
名
誉
に
な
る
事
で
あ
る
ふ
♂

と
答
え
て
お
り
、
。

g句
ω
の
狭
量
さ
が
感
じ
ら
れ
る
、
何
故
な
ら

5
・

〉
倉
田
ω
は
英
館
の
み
な
ら
ず
蘭
館
の
為
に
も
働
い
て
い
る
。
こ
の
事
は
司
・

同

M
5
3
も
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
他
に
蘭
英
両
館
は
商
兎
の
事
で
度
々
争

っ
て
い
る
。

平
声
侯
以
外
例
え
ば
島
津
侯
な
ど
に
は
蘭
人
側
に
冷
淡
で
用
材
の
売
却
も

許
さ
な
い
程
で
あ
っ
た
、
叉
在
日
支
那
人
は
極
度
に
蘭
人
を
敵
視
し
た
が
、

之
は
英
人
に
対
す
る
場
合
と
対
照
的
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
英
人
側
が
合
法

的
に
望
無
い
対
支
貿
易
運
動
を
す
る
に
反
し
蘭
人
測
は
支
那
掠
奪
を
強
行
し

た
か
ら
で
あ
り
、
且
つ
の

S
Z
等
を
怒
ら
せ
た
事
に
、
英
国
の
名
を
踊
っ

て
蘭
船
が
支
那
船
を
掠
奪
し
た
事
が
あ
る
。
こ
の
外
英
館
員
の
中
に
蘭
人
の

血
を
引
く
吉
0
・
。
ω
Z
Z停
の
背
信
行
為
も
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る

本
国
の
複
雑
さ
が
極
東
の
地
に
も
反
映
し
て
い
る
。

間
英
両
商
館
と
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
と
の
経
緯
及
び
キ
リ
シ
タ
ン

関

係

ヨ

l

v
ッ
パ
本
国
の
盛
衰
に
対
応
し
先
づ
東
洋
水
域
に
船
を
進
め
た

の
は
ス
ベ
イ
ソ
、
ボ
ル
ト
ガ
凡
で
之
を
追
っ
て
新
教
の
蘭
、
英
が
登
場
し
、

前
者
を
駆
逐
し
た
。
故
に
蘭
英
両
者
に
と
っ
て
は
当
初
よ
り
経
済
上
、
宗
教

上
に
相
容
れ
な
い
敵
で
あ
っ
た
。
然
し
例
外
的
で
は
あ
る
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

が
蘭
人
に
対
す
る
反
感
の
為
英
人
に
助
言
す
る
と
云
う
事
も
起
っ
た
。

一
六
一
八
年
以
降
に
於
い
て
両
者
の
対
立
が
最
も
激
烈
と
な
っ
た
の
は
防

禦
艦
隊
の
海
賊
的
活
動
の
開
始
、
英
艦
巴
町
与

Z
F
の
平
山
常
陳
舶
の

捕
獲
、
そ
れ
に
引
続
く
宣
教
師

N
g
o
m
P
2
2
2
の
両
人
の
訊
問
事
件

で
あ
る
。
既
に
第
一
回
防
禦
艦
隊
活
動
よ
り
幕
府
周
辺
に
対
し
蘭
英
へ
の
中

傷
が
高
ま
っ
て
来
た
、
そ
こ
で
江
戸
よ
り
帰
国
し
た
平
声
侯
よ
り
そ
の
中
傷

を
排
除
す
べ
き
事
を
蘭
英
両
館
長
は
促
が
さ
れ
た
が

Nasg
の
訊
問
事
件

で
仲
々
手
間
取
っ
た
。
こ
の
訊
問
事
件
に
於
い
て
長
崎
奉
行
は
ス
ベ
イ
y
、

ボ
ル
ド
ガ
ル
側
に
、
平
戸
侯
は
蘭
英
側
に
と
夫
々
後
立
を
し
暗
躍
を
続
け
た
、

加
う
る
に
事
件
の
進
行
中
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
英
商
館
の
火
薬
庫
爆
発
未

一
二
九

Hosei University Repository



遂
事
件
等
が
起
っ
た
。
き
て

N
C
S
宮
の
白
白
後
、
。

2
Z
と

の

Mwg句
ω

は
江
戸
に
上
り
べ
種
々
の
幕
府
の
訊
問
に
答
え
て
、
蘭
英
側
の
日
本
船
の
掠

奪
の
疑
は
晴
れ
、
且
つ
宣
教
師
を
発
覚
し
た
事
で
謝
意
を
表
さ
れ
て
い
る

が
、
尚
カ
ト
η
J
V

グ
を
「
宿
命
的
に
仇
敵
」
視
す
る
将
軍
秀
忠
は
、
老
中
を
し

て
の

2
E
等
に
数
回
に
百
一る
キ
リ
シ
タ
ソ
問
答
を
さ
せ
て
い
る
。

。
。
の
同
州
ω
等
が
平
戸
へ
帰
っ
て
間
も
な
く
、
幕
府
よ
り
訓
令
が
出
、
平
一
戸

侯
ら
を
し
て
蘭
英
両
館
な
ど
の
海
外
輪
伐
品
目
を
制
限
し
て
来
た
が
之
は
前

記
の
艦
隊
の
活
動
と
関
連
し
、
事
実
日
本
人
を
兵
士
と
し
て
南
洋
へ
輸
送
し

て
居
た
。
（
こ
の
日
本
文
史
料
は
大
村
、
細
川
両
家
に
残
っ
て
い
る
）

次
に
キ

D
ジ
タ
γ
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
一
六
一
八
年
以
降
の
詰
宮

の
日
記
に
度
々
キ
リ
シ
タ

γ
弾
圧
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
等
に
対
し

の。の肘
ω
自
身
も
梢
々
不
安
を
抱
い
た
様
で
あ
る
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

し
て
。
叉
彼
の
推
測
に
よ
る
と
平
一
円
侯
の
近
親
及
び
長
崎
奉
行
長
谷
川
権
六

も
カ
ト
リ
ッ
グ
で
は
無
い
か
と
云
う
事
で
あ
り
そ
の
事
が
英
館
へ
の
悪
意
の

根
源
と
も
解
し
た
様
で
あ
る
。
然
し
彼
自
身
敬
慶
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り

長
崎
の
教
会
表
亡
を
報
じ
た
本
社
宛
書
簡
の
中
に
「
こ
の
教
会
の
衰
亡
を
私

は
喜
ぶ
の
で
な
く
、
む
し
ろ
全
て
の
日
本
人
が
グ
リ
ス
チ
ャ
ソ
で
あ
れ
ば
良

（
幻
〉

い
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

幕
府
に
対
す
る
英
国
商
館
の
交
渉
こ
の
主
軸
を
為
す
の
は
幕
府
の
商
館

に
対
す
る
制
約
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る
館
長
。

2
Z
の
請
願
等
で
あ
る
。

一
六
一
八
年
以
降
商
館
閉
鎖
ま
で
の

2
E
は
三
回
将
軍
に
謁
し
て
し
る
、

第
一
回
は
前
述
の

K
M
2
3白

2
8
号
事
件
に
関
し
、
第
二
同
は
平
戸
に
於

け
る
闘
争
事
件
に
関
し
（
於
京
都
、
日
記
に
欠
く
）
第
三
回
は

N
信
号
宮

訊
問
事
件
の
後
で
あ
り
、
こ
の
間
に
幕
府
よ
り
平
一
F
侯
を
経
て
貿
易
品
目
の

制
限
条
項
が
申
渡
さ
れ
た
。
故
に
わ

2
Z
の
参
府
は
、
受
け
た
る
不
法
行

一三

O

為
の
上
訴
、
制
限
条
培
撤
廃
の
誇
願
が
主
題
で
あ
る
。
唯
こ
の
貿
易
制
限
条

項
中
に
あ
る
日
本
人
輸
送
の
問
題
は
誌
と
し
て
で
あ
り
、
天
正
年
間
長

け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
「
奴
隷
と
し
て
」
と
は
可
成
り
異
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
幕
府
外
交
の
消
極
化
は
別
と
し
て
、
そ
の
処
置
の
裏
面
に
つ
い
て
、
特

に
防
禦
鯨
隊
の
活
動
期
に
「
ス
ペ
イ

γ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
及
び
そ
の
船
荷
を

（幻）

受
取
る
長
崎
商
人
等
日
本
人
の
同
調
者
が
幕
府
に
中
傷
し
」
と
の

SWω
の

指
摘
し
て
い
る
の
も
考
え
ら
れ
る
事
で
あ
る
。

英
国
間
館
と
在
住
支
那
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
こ
の
支
那
人
の
頭
目
、

甲
必
丹
を
官
0

・
ω
R
Z
は

2
b
m
a
s
o
－－

nRWω

は

zkpma門誌－

ロ＝
2ω
＝
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
人
物
に
武
藤
博
士
は
「
顔
思
啓
一
」
と
し

（お）

岩
生
博
士
は
「
李
日
一
」
と
し
て
い
る
が
、
岩
生
博
士
に
従
っ
て
李
旦
と
す

る
。
英
国
商
館
と
卒
旦
を
中
心
と
す
る
在
住
支
那
人
と
の
関
係
は
め

2
E

等
が
李
日
一を
通
じ
て
ム
ロ
法
的
対
支
貿
易
を
開
始
し
よ
う
と
多
額
の
金
を
注
ぎ

込
ん
で
運
動
し
た
事
に
尽
き
る
。
且
つ
こ
の
重
要
性
は
、

nRWω
の
「
吾
々

の
日
本
貿
易
は
、
支
那
貿
易
す
る
事
無
し
で
は
全
く
利
益
無
い
も
の
で
あ
る

と
思
う
己
と
の
本
社
宛
書
簡
に
窺
わ
れ
る
、
之
に
反
し
蘭
人
側
は
武
力
に

訴
え
支
那
船
捕
獲
、
マ
カ
オ
攻
撃
の
挙
に
出
た
。
故
に
支
那
人
は
蘭
人
に
敵

意
を
持
ち
英
人
に
は
好
意
を
抱
い
た
が
、

kP2σ
ロ
αゅの
ω
号
の
事
件
迄
は
支

那
人
は
、
蘭
英
両
者
を
同
一
視
し
、
そ
の
後
始
め
て
両
者
の
敵
対
を
認
識
し

た
様
で
あ
る
。
明
来
海
禁
の
厳
重
な
為
、
対
支
貿
易
は
不
可
能
だ
と
知
り
つ

つ
卒
旦
紘
一
叶
は
わ

2
Z
を
欺
し
た
と
諸
先
学
は
き
れ
、
日
記
中
に
度
々
、
李

日
一
、
そ
の
弟
の
華
宇
宅
宮
警
に
金
を
融
通
し
た
事
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
他
両
者
間
に
於
い
て
沖
一目
す
べ
き
は
、
台
湾
方
面
へ
出
帆
す
る
支
那

船
に
英
館
よ
り
、
生
糸
等
を
入
手
す
る
為
六
百
一
ア
ー
ル
投
資
し
た
事
が
あ
っ
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た
が
、
帰
帆
し
た
舶
に
は
生
糸
も
な
く
そ
の
金
も
な
く
、
そ
の
金
は
生
糸
購

入
の
為
支
那
へ
持
っ
て
行
っ
た
と
称
し
そ
れ
き
り
に
な
っ
た
事
が
あ
っ
た
。

叉
英
館
の
受
く
べ
き
御
朱
回
状
を
李
旦
が
め

R
E
を
欺
し
て
平
戸
の
実
巨

主
馬
殴
に
渡
し
た
事
が
あ
り
、
之
等
に
対
す
る
事
簡
の
制
裁
的
処
置
が
見
え

て
い
な
く
、
仮
空
の
支
那
貿
易
に
踊
ら
さ
れ
ギ
プ
・
ア
シ
ド
・
ギ
プ
の
形
に

感
じ
ら
れ
る
。
次
に
当
時
、
東
洋
水
域
で
の
制
海
権
は
主
と
し
て
蘭
英
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
様
で
あ
る
が
、
こ
の
為
航
行
す
る
支
那
船
は
捕
獲
さ

れ
る
事
を
恐
れ
。
よ
っ
て

’
日
一
等
は
の
古
田
内
ω
に
求
め
て
、
海
上
で
英
艦
に

出
会
っ
た
時
の
為
、
英
館
よ
り
出
航
支
那
船
へ
友
好
の
証
明
書
及
び
英
国
旗

を
亭
え
て
貰

っ
て
い
る
が
、
之
は
幕
府
の
出
し
た
御
朱
則
市
に
類
、
す
る
も
の

で
岩
生
博
士
は
之
を
御
朱
回
状
の
補
強
、
と
さ
れ
て
い
る
。
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